な 眺め だ。 

坂の下り 口に かかる と、 非常に 速力 を ゆるめ、 いか 

にも、 曲り角な どの 様子 を 気遣う 工合で その バスが 

行って しまう と、 いれ 違いに、 一台 下から 登って 来た。 

停留 場 を 通りす ぎそうな ので、 私 はいそい でかけ 出 

しながら 片手 を あげ、 腰かけてから 見る と、 運転手 は 

白 縮の シャツに 黄ズ ボ ン 姿。 車掌 は 背広 の ひどく 背の 

高い 若い 男で、 灰色つ ぼい ソフト 帽を かぶって いる。 

これに も、 さっきむ こうへ 行った のに も 白い 警官 〔# 

「警官」 に X 傍点〕 が 顎紐 をお ろしての りこんで いるの 

であった。 



私の 乗って いる バスの 俄 車掌 は、 停留所が 近くなる 

と、 長い 体 を 折って 一 々前方 をす かして 見て は、 

「次 は X X 町で ございます。 お降りの 方 は ございませ 

んか」 

と 呼んだ。 そして、 降りる 者が あると、 その 一人一人 

の 後から、 

「ありがとう ございます」 

と 云う ので ある。 その 夏服の 肩 や 襟の あた リ はいい 加 

減 やけて いる。 きょう 一日の ス キャップ 代金 四 円 を こ 

の 男 は 夜に な つ て どんな 感情で 数える であろうかと 

思 つ た。 



つの ものに 止った。 ステップに 近いと ころに、 客から 

受取った 切符 を いれる ための 二 ッケル 色の 小判型の 箱 

がつ いている。 そこに、 くっきりした 字で 285 大浦 

と 書いた 紙が はりつけられ ている。 きのうまで、 この 

車に は大浦 何とかい う 婦人 車掌が 乗組み、 たとえば 

さっきの ような 角へ 来た 時 は 敏捷な 動作で 手 を 出しな 

がら 「左ォ —ライ！」 と 呼んで いたの だ。 自分の 車 を 

すて、 自分の 名の 書いて ある ニッケル 色の 光った 箱 を 

すて、 彼女 は 仲間と 一緒に 合宿へ 籠城して いる。 紺の 

スカ— トを 勢よ く ひろげて 車座に 坐り、 熱心に 報告 を 

きいたり、 歌 をうた つたり、 または ほころび を 縫った 



りして いる 婦人 車掌た ちの 様子が、 私に は まざまざと 

見える。 今度の 整理 案で は バスの 婦人 車掌、 月収 四十 

八 円のと ころ を、 三十 八 円に 減らされる ことにな つて 

いるので ある。 

この頃で は、 バスの 車掌 も ひところ のように 赤ん坊 

が 生れた からと 云つ て 退く ひとが なくな つ て 来た。 

堂々 子供 を つれて 職場に ねばる ようにな つ て 来た。 

X X 終点の 引かえ し 線の 安全地帯に 立 つ ていたら、 

すぐう しろで 

「ストライキ 見に 来たよ」 



やがて 五十 がらみ の 男 はそう 云って 歩き 出した が、 

芸者 は それにつ いて 二三 歩 あるいた きり、 安全地帯 か 

ら はなれず、 頻りに 四辺 を 見 まわして いる。 

終点の まわりに は、 何とい うこと なし、 街の 様子 を 

見物に 出て いる 子供 づれの 女 や 男が、 安全地帯の とこ 

ろで はなく、 洋服屋の 既成 品の ぶら 下った した あたり 

に ！Jb んで Y j つち を 見て いる。 

六 時す こしま わった 刻限で、 その 場末の 終点の 光景 

は 一種 特別であった。 巿 内から 終点に 向って 来る 電車 

は どれ も 満員で、 陸続と 下りる 群集が、 すぐ 傍の 省線 

駅 や 歩道の 各方 面に ちらばる が、 その 電車が 終点から 



ベル を 合図に 巿 内に 向けて 出発す る 時 は どれに も、 ち 

ら ほらと しか 乗客が のって いない。 

一 台ポ ー ルの 向き を かえる ごとに、 安全地帯の 上 を 

コッ、 コッ、 歩いて いる 赧ら 顔に 新しい カンカン 帽を 

か ぶ り、 縞ズ ボンに 白い 襟が ついた 黒チ ョ ツキ、 黒 上 

衣と いういで たちの ずん ぐり した 四十 男が、 

「 X X 橋 行きで) J ざいます。 XX 橋 行き の 方 はお の り 

下さい」 

または、 

「どこ だい？」 

と、 横柄な 親し さで 背広 服の 急造 運転手に 声をかけ、 



「X 橋 行か」 

声の 調子 を 改めて、 

「X 橋 行きで ございます。 —— XX 方面のお 方 はおの 

り 下さい」 

一 こと 一 こと を はっきりと 呼んで、 また コッ、 コッ 

安全地帯 を こっちへ やって来る。 

私が ここへ 来たば かりの 時、 その 妙に きわだった 服 

装の 私服め いた 男 は、 白粉 やけのした 年増 女と、 声高 

にこう 喋って いた。 

「あんまり 見ち や いられね えから、 手伝って やる のよ- 

—— あっち こっちから 役人 を ひっぱり 出して 来て いる 



「おい、 おい、 車掌 忘れて つち や 困る よ」 

そして、 ハハ ハハと カンカン 帽を 仰のけて 笑った。 

別に 続いて 笑う もの もい ない。 —— 

遂に X 橋 行に 私が 乗り こむ と、 つづいて 大きい 風呂 

敷 包み を 腕に ひっかけた 男が いそいで のった。 

「x〇 下」 

男が 五 銭 出して 云う と、 いかにも スポ— ッ 好きら し 

い 顔つきの 急栴ぇ 車掌が、 

「のりかえ は 出さな いんです」 

と 云った。 

「どゥ して」 
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